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電源開発株式会社

「（仮称）新さらきとまない風力発電事業環境影響評価準備書」に係る知事意見

本事業は、 稚内市において平成13年から運転している「さらきとまないウィンドファ ー ム」（出

力14,850kW、 9基）の出力の変更を伴わない更新事業であり、 約80. lhaの対象事業実施区域に、

単機出力約4, 300kW (全高最大150m、 ロ ー タ ー直径最大130m)の風力発電機4基から成る風力発

電所を設置する計画となっている。

対象事業実施区域の西側には住居が点在しており、 本事業の実施により騒音や風車の影による生

活環境への影孵が懸念される。 また、 対象事業実施区域及びその周辺では希少猛禽類等の重要な鳥

類の生息やガン類及びハクチョウ類の渡りが確認されているほか、 当該区域近傍でオジロワシ及び

チュウヒの営巣が確認されるなど、 これら鳥類の渡りや繁殖等への著しい影響が懸念される。 さら

に、 対象事業実施区域の大部分は牧草地であるが、 当該区域内には、 重要な植物種であるホソバッ

ルリンドウが確認されており、本種への影孵が懸念される。加えて、 対象事業実施区域の周辺には、

他事業者が設置又は計画している風力発電事業が複数あることから、 これらとの累積的な影梱も懸

念される。

以上を踏まえ、 本事業による環境影響を確実に回避又は低減するため、 事業者は次に示す事項に

ついて真摯に対応すること。

1 総括的事項

(1)準備書における環境影響評価の妥当性について

本準備書において事業者は、 環境影孵評価項目のほぼ全般にわたり、 環境影響は実行可能な範

囲内で回避又は低減が図られているものと評価している。

しかしながら、 2の個別的事項で示すとおり、 予測及び評価の科学的根拠が示されていない項

目や、 環境保全措置の検討が十分とはいえない項目があり、 科学的根拠に基づく適切な予測及び

評価を行っていない項目については、 環境影響を回避又は低減できるとする評価の妥当性が確認

できない内容となっており、 また、 環境保全措償が適切ではない項目については、 事業の実施に

より重大な環境影響が生ずるおそれがある。

このため、 複数の専門家等からの科学的知見の聴取を含め、 科学的根拠を示した上で予測及び

評価を行い、 その結果に基づき風車の配置を変更するなど、 菫大な環境影腎を回避又は低減する

ための滴切な環境保全措置を検討すること。 また、 その過程において、 重大な環境影轡を回避又

は十分低減できない場合若しくは回避又は低減できることを裏付ける科学的根拠を示すことがで

きない場合は、 確実に環境影態を回避又は低減できるよう、 事業計画の見直しを行うこと。

(2)累積的影響について

対象事業実施区域の周辺には、 他事業者が設置又は計画している風力発電事業が複数あり、 本

事業との累積的影懇が生じるおそれがあるにもかかわらず、 事業者は、 既設の発電所は距離が離

れているため累積的影密が想定されないとし、 計画中の発電所については、 確定した風車の配置

計画等が公表されていないという理由で、 累積的影響の予測及び評価が行われていない。

しかしながら、既設の発電所についても一部の環境影響評価項目に係る累積的影響が懸念され、

計画中の発電所については、その多くが環境影警評価準備書又は評価書の手続きを終了しており、

配置計画等が公表されている。

このため、 他事業者から必要な情報を入手するなどして、 他事業者が設置又は計画している風
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